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1. まえがき 
インターネット上の文書数の増大によりユーザ自身の求める文

書を検索することが難しくなっている．近年，その問題を解決

するため，ユーザが興味を示す文書をシステムが自動的に検索

し，提示する研究が多く行われている[1][2]．また，ブログなど

の文書から話題(トピック)を抽出するサービスも提供されてい

る．それに伴って，ブログからのトピック抽出について研究さ

れており，[3]では文書ベクトルに基づいて，クラスタリングを

行い，得られたクラスタをトピックとしている．その際，興味

や文書の表現としてtf・idf法が多く用いられているが，文の係

り受け構造や格情報などの情報が利用できない点に問題がある

．本研究では，格構造の集合からユーザの興味概念構造を表現

し，それらをニュース検索に適用する方法について提案する．

ユーザがニュースに興味を示した場合，そのニュースのすべて

を興味として保持することは興味とは関係のないデータもふく

まれるため，検索率の減少の原因となる．本システムでは，ユ

ーザが興味を示したニュースに対して，展望台システム[4]を適

用しニュースの主題を選択する．その結果からトピック構造集

合を抽出する．次に，その集合をクラスタリングし，ユーザの

興味概念構造を作成する． 

最後に，興味概念構造を使用した検索実験を行い，ユーザの

興味に適応した検索が行えるか評価を行う． 

 

2. 興味構造 
興味構造はトピック構造集合をクラスタリングすることによ

り構築する．以下でこれらについて説明を行う． 
2.1. トピック構造 
トピック構造は，ニュース中の主題と推測される文章内に含

まれる格構造集合である． 

4  コーヒー、<P>─┐
7  チョコレートなどに<P>─PARA──┐
8 含まれる──┐
9 カフェインが、─┐
10       短期的──┐ │
11  記憶力と<P>─┤ │
12 注意力を<P>─PARA──┐ │
13                  つかさどる─┐ │
14                           脳の──┐ │
15                                 記憶中枢を──┤
16                                            刺激する
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図 1 構文解析結果と格構造(一部略) 

 
ニュース中のj番目のトピック構造Sc

j(図 1)は 
Sc

j ={senNo j,V j, bv
j, hv

j, N j }        (1) 
と表現される．senNo jは，ニュース中の文番号，V jは動詞，bv

j

は動詞の文節番号，hv
jは動詞の係り先文節番号である． 

N jは動詞V jに係るM個の名詞集合で，表層格cm
j，その格の要

素(単語または複合語)wm
j，その要素の文節番号bm

jの組の集合か

らなり， 
N j ={<c1

j,w1
j,b1

j >,…,<cm
j,wm

j,bm
j >,…,<cM

j,wM
j,bM

j >}  (2) 
と表される． 

例えば，ニュース中の 1 番目の文章に“カフェインが記憶中枢

を刺激する”が存在する場合は，格構造は 
{1,“刺激する”,16,-1,{<“が”, “カフェイン”,9>,<“を”,“記憶中枢”， 
15>}}と表現される．動詞の係る文節がない場合には，係り先文

節番号は-1 となる． 
 
2.2 トピック構造のクラスタリング 
クラスタリングでは，トピック構造類似度と単語間の概念類似

度を用いる． 
2.2.1 トピック構造間類似度 

トピック構造間類似度s(x, y)はトピック構造x=Sciとy=Scj間の

概念的，格構造的な類似度を求める式で，以下の式により定義

される．  

sim(V , V )は動詞の概念類似度とavr(Ni,Nj)は名詞集合の概念

類似度平均である．名詞集合間の概念類似度平均は， 
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で表され，表層格の同じ単語同士の概念類似度の和の平均を求

めたものである．K は表層格の同じ単語の組数である． 
2.2.2 単語間の概念類似度 

単語間の概念類似度は，概念体系辞書[5]を用いて概念の深さ

を検索し，その値を用いて類似度を計算する． 
単語w0，w1の概念体系の深さをd0，d1，共通の深さをdcとする

とき，単語間の類似度は 

sim(w0,w1 ) = 
⎩
⎨
⎧
 

2 ×dc
d0 +d1

 …w0，w1が登録されている

0 …それ以外

 (3) 

で表される．w0，w1が辞書には登録されていないが，形態素要

素に分割できる場合には，各形態素要素毎に類似度を計算し，

それらの最大値をsim(w0,w1 )とする． 
2.2.3 クラスタリング 

クラスタリングは抽出されたトピック構造集合 TpSet に対し

て実行される．トピック構造集合 TpSet は，主題文１文ごとに

形態素解析[6]・構文解析[7]を行い抽出される． 
TpSet={Sc

1 ,…,Sc
j,…,Sc

J }       (4) 
ここで，Jはトピック構造の総数である．Sc

jの名詞集合N jに

は，V jに直接係っている名詞wi
j，その名詞と並列(PARA)関係ま

たは同格関係である名詞が含まれる．同格関係とは“長男太

郎”などのように複数の分節が対等で同一の対象を示している

関係である． 
抽出した TpSet を用いて階層併合的クラスタリング[10]により

クラスタリングを行う．基本的なアルゴリズムは以下の通りで

ある．ここで，G はクラスタ集合，C はクラスタ数，index は

クラスタ番号である． 
１． Sc

i ∊ TpSetをクラスタGi＝{ Sc
i }として割り付ける．C=J，

index=C+1 と設定する 
２． 各データの類似度を以下の式にて計算する 

３． 類似度最大のクラスタ対Gq，Grを結合する．GにGindex=Gq
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,
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∪Grを追加し，Gq，GrをGから除く．C=C-1 と更新する． 
Gindexを作成する際に，  Gq，Gr間共通の概念を求め，

Gindexの概念とする．Gq，Gr間の動詞の組，表層格が同じ

名詞集合の組でそれぞれ共通概念を求める．共通概念は，

概念体系の共通の深さdcにある概念である． 
４． もし，C=1 ならば終了 ．C>1 ならばi<indexなるすべての

Giについてs(Gindex,Gi)を計算後，index=index+1 と変更し，

ステップ３に戻る． 
図 2はクラスタリングされた結果を樹状図で表現した図であ

る．クラスタに概念 ID(動詞のみ表示)，クラスタ番号，クラス

タ間の類似度が付与されていることが分かる． 

 
図 2 樹状図(一部) 

2.3 興味概念構造による検索 
上位のクラスタに与えられた概念を検索に用いることにより

概念的に広い情報を検索することができる．例えば，図 2の{”気
づく”, <“に”,“異臭”,>,<”が”,”妻”>}と{”気づく”, <“が”,“女性経営

者”,>,<”で”,”上”>}では上位クラスタの概念は{“気づく”,<”が”,女性

という概念>}となり，より広い“女性”という概念に近い主語

をもつ“気づく”にも興味があると考えることが可能となる．  
 

3. ニュース検索実験 
3.1 テスト環境 
本実験では，ニュース提供システム(図 3)[8]において，実験

を行った．ニュース提供システムは，ユーザの要求を処理する

音声対話部，ユーザの興味概念構造を管理する興味構造管理部，

ユーザに提供するニュースを検索するニュース選択部から構成

される．興味構造管理部とニュース選択部の一部を実装してい

る．  

JulianクライアントJulianサーバー TTS
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ニュース選択機構

Julian用
認識文法
/語彙
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興味構造管理機構
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発話文法/語彙

ログ

興味構造管理部

音声対話管理部

ニュース選択部

音声

認識結果 要求解析

認識処理

形態素・構文解析サーバー  
図 3 システム構造 

3.2 評価データの作成 
以下の手順でユーザのニュースに対する評価を収集し，ニュ

ース検索性能に対する評価データを作成する．使用するニュー

スは，毎日新聞 2007 年版[9]の社会面，1 月 1 日～17 日のニュ

ース 500 件(2 日は 0 件)である． 
(1) ニュースをユーザに提示 
(2) 提示されたニュースに対して A（興味がある），B(どちらか

といえば興味がある)，C(どちらかといえば興味はない)，D
（興味はない）の 4 段階で評価する． 

3.2 評価結果 
興味概念構造の深さの違いが検索性能に及ぼす影響について

評価を行った．興味概念構造の深さは，葉の部分が 0，根に向

かうにつれて大きくなっていく．深さを D とし，D=(0，1，2，
5)に変更し，それぞれの深さに対する検索結果(図 4)を調査した．

図 4は，上位 N 位(N=1～20)まで検索した場合の精度を示して

いる．評価データを５つに分割し，１つ選択し，興味概念構造

を作成，残りの４つを評価用データとして使用した． 20 位に

おける精度値は，D=0 で 0.663，D=1 で 0.630，D=2 で 0.640，

D=5 で 0.615 となっている．5 位以降では，D=0 で 18 位 0.681，
D=1 で 9 位 0.672，D=2 で 17 位 0.653，D=5 では 7 位 0.657 が

最大であった．また，20 位までの平均では，D=0 で 0.666，
D=1 で 0.652，D=2 で 0.633，D=5 で 0.634 であった．深さが

大きくなっても精度に大きな違いは見られなかった．深くなれ

ば検索に用いるクラスタ数も少なくなるが，クラスタは下位の

クラスタの概念も含んでいるため検索基準数の影響が少なかっ

たと考えられる． 

 
図 4 概念の深さと検索精度 

表 1 は，興味数評価データごとの興味総数の順位において検

索された興味ニュースの割合の表である． 
表 1 興味の割合 

データ番号 興味総数(順位) 最小値(D) 最大値(D) 
データ１ 55 0.605(0) 0.618(2) 
データ２ 43 0.564(5) 0.605(0) 
データ３ 24 0.480(5) 0.542(0) 
データ４ 42 0.464(2,5) 0.482(0) 
データ５ 57 0.711(1,5) 0.754(2) 

 
4. まとめ 

ユーザが興味を示した格構造の集合からユーザの興味概念構

造を表現し，ニュース検索において，興味概念構造の深さを基

準とした検索について評価を行った．今後は，古い興味の削除

や，興味構造の更新(追加)，トピック構造の文章中における重

要度を考慮したクラスタリング方法について検討を行う． 
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